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　　　　　　市の人口

　　　　（平成３年lO月1日現在）

世帯数　59,696世帯（前月比224世帯増）

人　口　179,041人（前月比433人増）

　　男　88,734人

　　女　90,307人

友好都市カムループス市から

D.W.ギルドさん

ギルド先生かやって来た
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市
の
友
好
都
市
、
カ
ナ
ダ
ー
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
、
一

人
の
青
年
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
ー
ウ
イ
リ
ア

ム
ー
ギ
ル
ド
さ
ん
、
二
十
三
歳
で
す
。
彼
は
、
市
内
小
・
中
学

校
で
の
国
際
理
解
教
育
の
充
実
と
生
徒
の
語
学
力
向
上
の
た

め
に
市
が
招
い
た
も
の
で
、
一
年
間
、
英
語
指
導
助
手
と
し

て
、
主
に
中
学
校
を
順
次
訪
問
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

ギ
ル
ド
さ
ん
の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
訪
れ
た
の
は
、
十
月
四
日
廊
、
西

小
倉
中
学
校
三
年
一
組
の
教
室
、

畠
山
先
生
と
ギ
ル
ド
さ
ん
の
英
語

の
授
業
で
し
た
。

　
今
日
の
テ
ー
マ
は
「
そ
れ
は
、

い
つ
使
う
の
？
」
。
牛
徒
た
ち
が

持
っ
て
き
た
「
日
大
回
し
い
」
品

物
か
見
せ
て
、
い
つ
使
ラ
も
の
か

　日本の品物の使い方をギ

ルドさんに英語で脱明、俳

句まで飛び出して、説明は

大変【写真上】盛り上がっ

た教室は笑い声でいっぱい

ｙ
英
語
で
説
明
し
示
ｙ
。

　
生
徒
た
ち
が
出
し
た
の
は
、

扇
子
、
番
傘
、
割
り
ば
し
に
蚊
と

り
線
香
入
れ
な
べ
な
る
ほ
ど
日

ふ
的
な
物
ば
か
り
。
ギ
ル
ド
さ
ん

り
興
味
深
そ
う
に
「
こ
れ
は
、
い

っ
使
う
の
ぶ
ふ
」
と
質
問
。
先

ｆ
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
懸

可
に
説
明
す
る
生
徒
に
、
教
室
か

り
は
、
楽
し
賀
屁
笑
い
声
や
拍

手
が
怜
凡
間
な
く
起
こ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
日
は
、
ギ
ル
ド

ご
ん
の
同
校
で
の
最
後
の
授
業
。

　
授
業
の
終
わ
り
に
、
生
徒
代
表

炉
「
あ
ひ
が
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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さ
い
」
と
英
語
で
あ
い
さ
つ
。
一

人
ず
つ
ギ
ル
ド
さ
ん
と
握
手
し
た

後
、
代
表
が
、
み
ん
な
で
書
い
た

色
紙
と
花
東
夕
度
す
と
、
教
室
中

に
大
き
な
、
温
か
い
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　
日
本
語
が
話
せ
な
い
ギ
ル
ド
さ

ん
で
す
が
、
「
初
め
て
心
一
つ
だ
時

は
、
こ
わ
い
印
象
が
し
た
け
れ
ど
、

話
し
て
み
て
、
や
さ
し
い
先
生
だ

と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
お
別
れ
の

あ
い
さ
つ
で

″
あ
ぴ
が
と
う
″

と
日
本
語
で
言

わ
れ
た
時
は
、

本
当
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
話

し
で
ぐ
れ
た
生

徒
の
言
葉
ど
お

り
、
み
ん
な
に

慕
わ
れ
る
、
や

さ
し
い
先
生
で

す
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は

と
て
も
美
し
い
ま
ち

　
‐
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
ど
ん

な
ま
ち
で
す
か
Ｉ

　
と
て
も
美
し
い
ま
ち
で
す
よ
。

市
内
刄
Ｅ
れ
る
ト
ン
プ
ソ
ン
川

は
、
冷
冰
が
で
き
る
ほ
ど
き
れ

い
で
す
し
、
周
囲
に
は
湖
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
年
を
通

じ
て
、
豊
か
な
自
然
に
身
近
に

接
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
近
代

的
な
施
設
も
整
つ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ひ
盛
ん
で
、
国
際
試

〈
答
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
大
き

な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま

す
。
一
九
九
＝
早
に
は
、
日
本

の
国
民
体
育
大
会
の
よ
ラ
な
、

・
お
別
れ
の
花
束
を
渡
す
と
大
き
な
拍
手
が

　
ギ
ル
ー
兄
ぼ
、
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
の
カ
リ
ブ
大
学
を
卒
業
し
、

八
月
末
に
来
日
。
九
月
一
日
か
ら

来
年
八
月
末
ま
で
、
英
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
と
し
て
、
市
内
の

中
学
校
奎
順
に
訪
問
し
示
ｙ
。

　
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
仕
事
は
、
荒
ｍ
当

の
先
隼
と
チ
ー
ム
か
組
み
、
英
語

の
教
科
指
導
か
深
め
る
・
牟
徒
と

簡
単
な
会
話
聚
交
わ
す
・
発
音
の

指
導
を
ず
る
こ
と
な
ぺ
ま
た
、

国
際
理
解
教
育
の
充
実
の
た
め
に

小
学
校
を
訪
問
し
た
り
、
先
生
な

ど
の
語
学
研
修
に
拷
わ
っ
た
り
す

る
こ
と
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
役
割
や
ギ
ル
ド
ｗ
-
ｅ

▲カムループスの街並み

全
国
大
会
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
宇
治
の
ま
ち
で
は
、
宇
治
橋

し
ぷ
と
帯
の
景
色
が
大
好
き
で

す
。
近
所
の
人
や
先
生
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
と
て
も
親
切
で
す
。

こ
の
ま
ち
と
カ
ム
ル
ー
プ
ス
の

人
々
が
昌
芒
、
親
し
く
な
る

こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

の
活
躍
ぶ
り
に
つ
い
て
、
山
田
宗

一
・
西
小
倉
中
学
校
長
は
、
次
の

ぶ
つ
に
話
し
て
ぐ
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
「
生
徒
た
ち
は
箆
・
に
と
て
も

興
味
か
痔
っ
て
い
ま
す
。
ギ
ル
ド

さ
ん
と
も
、
何
と
か
話
を
し
た
い

の
ぶ
ふ
、
ど
念
6
5
せ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
よ
。

　
学
校
教
育
に
も
、
生
き
た
箆
一

を
４
に
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
今
、
こ
シ
し
た
経
験
に
刺

激
を
受
け
、
英
語
か
語
す
力
欠
可

け
た
い
と
牛
徒
た
ち
が
思
う
よ
う

に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
ギ
ル
亙
兄
は
、
本
校
の
文
化

祭
や
体
育
祭
に
も
参
加
し
、
牛
徒

や
先
生
と
仲
良
く
な
っ
て
ぐ
れ
ま

し
た
。
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
は
今

後
、
こ
シ
し
た
形
の
交
流
が
続
く

の
ぶ
ふ
ら
、
最
初
に
や
っ
て
来

た
彼
の
役
割
は
、
両
市
の
今
後
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
で
す
。
彼
が

宇
治
に
好
感
か
痔
っ
て
帰
っ
で
こ

れ
る
こ
と
奎
餌
っ
て
い
ま
ず
」

　
好
青
年
ギ
ル
ド
さ
ん
の
活
躍
を

皆
さ
ん
応
援
し
で
Ｉ
だ
さ
い
／
・
’

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、

源氏ろまん‘91聞香会へのお誘い

11月17日（日）開催・初心者もお気軽に

　
市
で
は
、
市
制
施
行
四
十
周

年
・
紫
式
部
文
学
賞
創
設
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
。
十
一
月
十

六
日
出
・
十
七
日
面
を
中
心
に
、

「
源
氏
ろ
ま
ん
吼
」
を
開
催
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
源
氏
物
語
と

も
関
連
の
深
い
「
香
」
に
親
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
、
「
馨
ぎ

を
開
声
玉
す
。

　
こ
の
聞
香
会
で
は
、
五
種
類

の
「
香
」
の
香
り
の
違
い
か
判

定
す
る
「
源
氏
香
」
が
体
験
で

き
ま
す
。
初
め
て
の
人
で
も
気

軽
に
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
と
き
〉
Ｈ
月
1
7
日
㈲
、
午
後

１
時
～
４
時
（
Ｉ
回
１
時
間
程

度
）

　
〈
と
こ
ろ
〉
中
央
公
民
館

　
〈
定
員
〉
6
0
人
（
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
参
加
時
間
は

一
任
し
て
い
た
だ
浙
ま
予
）

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
申
し
込
み
〉
1
0
月
2
8
日
側
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
官
製

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
「
聞
香
心
一
参
加
希

誤
と
を
書
い
て
、
企
画
課
（
〒

6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、
豊
2
0
・
8
8

9
0
）
へ
。
当
選
者
に
は
、
後
日

参
加
整
理
券
夕
郵
送
し
ま
ず
。

　
〈
協
力
〉
京
都
文
教
短
期
大
学

香
道
部

再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1315

生
き
た
英
語
が

身
に
付
く
よ
う
指
導

英
語
指
導
の
や
さ
し
い
青
年
で
す

元
気
な
笑
い
声
が

は
じ
け
る
教
室
で

ちょっとインタ

ビュー

テレビ広報さわやか宇治

みんなで考える長寿社

会
1
1
月
9
日
（
土
）

午
前
1
0
時
1
5
分
か

ら 1
5
分
間
放
映

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
・
Ｕ
Ｈ
Ｆ

3
4
ｃ
ｈ

みんなで考える長寿社会
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公
民

へ
館

行
こ
う
。

文化の秋－

学びとふれあいの場・公民館へぜひお越しください。

　
作
法
教
室

　
「
市
民
ス
タ
″
フ
に
よ
る
公
民

館
講
座
」
と
し
て
開
催
。

作法教室の日程・内容

　
「
心
の
文
化
、
ゆ
と
り
の
人
讐

を
テ
ー
マ
に
し
て
、
作
法
を
学
び

未
了
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と
お

回 月日 内　　　　容

１ 10/29㈹オリエンテーション心の文化一礼とIf－

２ U/12火 慶事のしきたり(贈答S礼･年中行事･婚礼)

３ n/26(火正月祝いＩ晴れ着の着装としきたり・

４ 12/IOC火)正月祝いII床飾りと晴れ着の後始末

５
H4
　1/14{火) 心を折る　一折り形(金封など)－

６ 1/28(火)弔事のしきたり（葬祭儀礼など）

７ 2／4(火)芙しい立ち居振る舞い（基本動作）

８ 2/2M火)席次のマナー

９ 3/lo火もてなし(応接)、各種パーティーと服装

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時

半
Ａ
時
半
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住

の
女
性
▼
指
導
・
：
礼
法
研
究
家
・

福
知
和
子
さ
ん
、
野
間
元
誠
子
さ

ん
▼
材
料
費
・
・
・
３
０
０
円
▼
申
し

込
み
…
同
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
児
童
文
学
講
演
会

　
～
話
と
紙
芝
居
～

　
宇
治
公
民
館
児
童
文
学
サ
ー
ク

ル
で
は
、
子
供
の
創
造
力
と
遊
び

に
つ
い
て
の
講
渾
徊
商
孝
示
す
。

自
由
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
1
月
１
日
吻
、
午
前

1
0
時
１
正
午
▼
内
容
・
：
○
講
演
＝

　
「
子
供
に
と
っ
て
、
な
ぜ
、
食

紙
芝
居
か
」
Ｏ
紙
芝
居
の
実
演
▼

講
師
・
・
・
現
代
手
づ
く
り
。
一
具
館
代

表
・
村
栄
喜
代
子
さ
ん
▼
参
加
費

…
無
料
▼
保
育
・
・
・
―
歳
以
上
の
幼

児
Ｍ
≫
i
g
人
ま
１
お
や
つ
代

5
0
円
が
必
要
。
希
望
者
は
1
0
月
2
8

日
側
ま
で
に
、
同
館
へ
電
話
か
来

館
で
。

講座「自然災害の話」の日程・内容

回 月日 内　　　　　容 講　　　師

１ 10/30
　(水)

地震と災.害
京都大学防災研究所
助教授
　松波　孝治さん

２ 11/ 8
　恰）

　　暮らしと電気

(関西電力天ヶ瀬発電所PR館で)

関西電力天ヶ瀬発S所

所長吹田徳太郎さん

pR館館長小島定三さん

３ 11/20
　(水)

　　火災予防の方法

体験ｺｰﾅｰ-起震車の乗車体験
市消防本部職員

４ 11/27
　(水)

事例による対策
淀川ダム管理事務所
課長
　岡村　政彦さん

５ 12/-1
　(水)

地震と災害
京都大学防災研究所
助教授
　松波　孝治さん

６ 12/11
　(水)

神様のいたずら
　一家相の話一

耳り奪s".学校名誉柝

　松島　寛治さA,

　
講
座

　
「
自
然
災
害
の
話
」

　
「
市
民
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
公
民

館
講
座
」
と
し
て
開
催
。

　
自
然
災
害
か
科
学
的
に
知
り
、

防
災
の
た
め
μ
岑
千
れ
ば
よ
い
か
、

み
ん
な
で
考
Ｘ
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
の
と
お

り
。
時
間
は
２
・
３
講
が
午
後
２

時
～
４
時
、
あ
と
は
午
後
７
時
半

～
９
時
▼
定
員
…
先
着
3
0
人
▼
申

し
込
み
…
同
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

市制姿勢施行40周年記念第・京都府優秀舞台芸術公演

第3回宇治市弟九コンサート

第
７
回

文化センター大ホール
12月8日（日）　午後2時開演（開場
1時半）

　　　　　　　　　エグモント序曲

　　ベートーベン　交響曲「第九番」（合唱付き）

管弦楽●京都市交響楽団　指揮●大友直人

合唱●宇治市民第九合唱団　合唱指揮●伊吹新一

チケット＝全席自由席

11月１日(金)から市内各プレイガイドで発売

問い合わせ:（財）宇治市文化センター(電話20･2111)

野
外
彫
刻
展

　
（
財
）
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
主
事
業
と
し
て
第
七
回

野
外
彫
刻
展
を
開
催
。
こ
れ
は
、

京
都
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
て
い
る
作
品
の
中
か
ら
選

ん
だ
土
ハ
点
盈
展
示
す
る
も
の

で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
2
日
脚
～
Ｈ

月
1
0
日
面
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ

ン
タ
ー
▼
出
品
作
寥
：
石
田
陽

介
、
伊
摯
信
子
、
岩
木
幹
雄
、

小
川
貴
史
、
貴
志
カ
ス
ケ
、
木

代
喜
司
、
小
山
由
寿
、
信
ケ
原

良
和
、
寺
池
厚
志
、
寺
渾
映
美
、

中
村
公
子
、
新
治
怜
、
藤
庭
賢

一
、
丸
谷
甚
平
、
三
木
豊
、
山

崎
正
義
▼
入
場
料
・
・
・
無
料
▼
問

い
合
わ
乍
：
文
化
セ
ン
タ
ー

（
容
2
0
・
2
1
1
1
）
へ
▼
主
催

・
・
・
宇
治
野
外
彫
刻
展
実
行
委
員

会
。

1316

　
巨
椋
池
の
野
鳥

　
を
観
察
す
る
会

　
自
然
の
中
で
、
バ
ー
ド
ウ
オ
″

チ
ン
ク
の
基
本
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
▼
と
さ
・
集
合
場
所
・
・
官
月
７

日
出
・
小
倉
公
民
館
、
1
4
日
出
・

西
宇
治
公
園
前
。
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
▼
内
容
・
：
７
日
＝
野
鳥
に
つ

い
て
の
学
習
、
1
4
日
＝
バ
ー
ド
ウ

オ
″
チ
ン
ク
の
基
本
と
観
察
会
▼

指
導
…
京
都
野
鳥
の
会
幹
事
・
中

烏
愛
治
さ
ん
▼
定
員
・
：
先
着
3
0
人

▼
準
曾
T
1
4
日
は
双
眼
鏡
か
望

遠
鏡
、
軍
手
。
ま
た
、
歩
膏
ゐ
士

い
靴
、
服
装
で
▼
申
し
込
み
・
・
・
同

館
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
幼
児
家
庭
教
育
学
級

　
三
歳
ぐ
ら
い
の
幼
児
の
戌
長
と

家
庭
の
在
り
方
を
学
び
柔
す
。
子

育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
参

加
曳

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

昨年９月に宇治公民館「自然史クラブ」が行った、

巨椋池の野鳥の観察会。ケリやヒバリなど、様々な

鳥が見られました

　　　　　幼児家庭教育学級の日程・内容

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

半
１
正
午
▼
定
員
…
先
着
3
0
人
▼

受
講
料
・
：
無
料
▼
保
育
・
：
２
歳
以

上
の
幼
児
を
2
0
大
ま
で
。
お
や
つ

代
６
０
０
円
か
必
要
。
申
し
込
み

は
、
受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ
て

・
▼
申
し
込
み
…
同
館
へ
電
話
か
来

館
で
。

　
中
国
語
入
門
講
座

　
初
め
て
中
国
語
を
学
ぶ
人
の
た

め
の
講
座
で
す
。
講
座
終
了
後
、

き
り
に
深
く
学
び
た
い
人
は
、
中

国
語
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
康
示
す
。

　
▼
と
き
・
・
狗
月
2
8
日
側
と
１
１
一
月

５
日
～
1
2
月
2
4
日
の
毎
週
火
曜

（
1
2
月
1
0
日
は
除
く
）
、
午
前
1
0
時

～
正
午
。
８
回
▼
内
容
…
発
音

と
ピ
ン
音
、
簡
単
な
会
話
な
ど
▼

講
師
・
・
・
中
国
人
留
学
生
、
同
館
職

員
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
受
講
料

…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
同
館
へ
電

話
か
来
館
で
。

回 月日 テ　　ー　　マ 講　　師

１ 10/30
　(水)保育説明会他人に子供を預ける

小倉公sin職員・保母

公民et運営審議会委員
　小坂恵美子さん

２ 11/ 6
　(水)

これからの私
　　　(女性の生き方)

枚方社会敦育研究所

　由里　洋子さん

３ 11/13
　㈲

語り合おう人権、１同和問題
２外国人と日本人、３男と女

市同和対策室職員
小倉公民館職員

４ 11/20
　(水)

子ばなれ､親ばなれ､夫ばなれ
自立した家族関係

枚方社会教育研究所

　由里　洋子さん

５ 11/27
　團

子供をとりまく食生活環境１
消費生活・家庭学コン
サルタント

　高橋　和子さん

６ 12/ 4
　困

子供をとりまく食生活環境２
消費生活■家庭孚コン
サルタント

　高橋　和子さん

７!2/18
　(木)

お正月こんな家庭料理を
管理栄養士
　司馬　正子さん

８“1ﾝ13
　(月)

子供の心身・言葉の発達１立命館大学助教授
　荒木　穂積さん

９ 1/22
　團

子供の心身・言葉の発達２立命館大学助教授
　荒木　穂積さん

10 1/29
　困

子供の心を知ろう
京都文教短期大学助教授

　清水佐保子さん

11 2／5
　(木)

子供の遊びを知ろう 吉田山保育ai長
　塩野　マリさん

12 2/12
　俐

おもちゃを考えよう 吉田山保育園Il長
　塩野　マリさん

　
「
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
」

　
づ
く
り
教
室

　
来
年
一
年
間
、
あ
な
た
の
部
屋

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
版
画
カ
レ
ン
ダ

ー
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
左
表
の
と
お

「版画カレンダー」づくり教室の日程・内容

回 月　日 内　　　　　　　　容

ｌ 11/8(勿
オリエンテーション

班分け、下絵づくり

２ n/22廊 下絵転写、彫り

３ um圀 摺（す）り

４ 12/6 釦 摺りとじ、相互鑑賞

り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

第
1
1
回
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
菊
　
　
花
　
　
展

　
昨
年
開
か
れ
た
菊
づ
く
り
講
習

半
ｙ
蒔
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・

在
勤
の
人
▼
定
員
・
：
先
着
2
4
人
▼

指
導
・
：
同
館
職
員
▼
材
料
費
・
・
・
５

０
０
円
▼
持
ち
物
・
：
彫
刻
刀
、
筆

記
具
、
ぞ
Ｚ
兄
、
タ
オ
ル
、
エ

プ
ロ
ン
▼
申
し
込
み
・
：
1
0
月
2
2
日

脚
か
ら
。
同
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

会
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
サ
ー
ク
ル
「
菊
輪
？

が
初
め
て
の
菊
花
展
を
、
木
幡
公

民
館
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
開
催

ン
す

メ
ま

の
し

昨年の「菊づくり講習会」。
ニこから生まれたサークル
バーが、丹精した菊を披露

　
▼
と
き
ふ
…
一
月
2
9
日

脚
～
Ｈ
月
１
日
廊
、
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時

　
Ｔ
日
は
午
後
３
時
ま

で
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
同
館

駐
車
場
。

　
な
お
、
木
幡
公
民
館

ま
つ
り
第
２
・
３
部
は
、

Ｈ
月
に
開
催
し
示
ｙ
。

詳
し
ぐ
は
、
「
市
政
だ

よ
り
」
‥
１
１
月
１
日
号
を

ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

木
幡
公
民
館

中
央
公
民
館

字
治
公
民
館

小
倉
公
民
館

宇
治
里
尻
7
1
-
9
　
電
話
2
1

・
2
8
0
4

小
倉
町
寺
内
9
1
電
話
2
2
・
4
6
8
7

折
居
台
1
丁
目
1
電
話
2
0
・
1
4
1
1

木
幡
内
畑
3
4
-
7
電
話
3
2
.
8
2
9
0
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●
●
＠
○
○
＠
＠
一
＠
＠
＠
○
＠
＠
ｅ
ｅ
・
拳

市
民
の
ひ
ろ
ば
　
市
役
所
の
代
表
番
号
は
2
2
3
1
4
1
で
す

　
第
５
回
特
別
弔
慰
金
の

　
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど

夕
受
給
し
て
い
た
戦
没
者
等
の
遺

族
（
戦
没
者
等
の
妻
、
父
母
な
ど
）

が
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
残
ｗ
れ

た
遺
族
の
う
ち
一
人
に
、
特
別
弔

裂
頁
額
面
十
八
万
円
、
六
年
償

還
の
記
名
国
債
）
が
支
給
が
瓦
ま

す
。
請
求
期
限
は
平
成
四
笙
〈
月

二
十
七
Ｅ
。
請
求
・
問
い
m
i
？
>

は
福
祉
年
金
課
社
会
係
（
内
線
３

２
５
）
へ
。

　
要
約
筆
記
者

　
養
成
講
習
会

　
「
難
聴
者
」
「
中
途
失
聴
者
」
の

福
祉
向
上
に
黒
豆
役
割
夕
果
た

す
要
約
筆
記
者
盈
蔑
し
ま
す
。

　
▼
″
に
５
・
・
・
1
1
月
６
日
～
2
7
日
の

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
半
～
３

時
半
。
４
回
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福

祉
会
館
▼
対
象
・
・
難
聴
者
問
題
に

関
心
の
あ
る
人
ｙ
定
員
・
：
先
着
3
0

人
▼
受
講
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み

・
：
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
バ
ン
ク

　
（
豊
2
2
・
５
６
５
４
、
フ
″
ク
ス

2
3
・
0
8
5
7
）
へ
。

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
（
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
１
１
一
月
７
日
出
午
前
９

時
～
午
後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
市
内
在
住

で
身
体
に
障
害
か
痔
つ
人
▼
内
容

・
：
行
楽
弁
当
作
り
と
紅
葉
狩
り

（
嵐
山
方
面
）
▼
指
導
・
：
料
理
研
究

家
・
寺
崎
ひ
り
子
さ
ん
▼
定
員
・
：

先
着
3
5
人
▼
参
加
費
・
・
・
５
０
０
円

▼
持
ち
物
・
：
米
１
合
・
三
角
き
ん
・

エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん
▼
申
し
込
み

・
：
1
0
丹
2
8
日
剛
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
（
S
2
2
･

ｉ
ｎ
６
５
０
、
フ
ァ

ク
ス
2
3
・
0
8
5
7
）
へ
。

● ● ● ● ● ● ● ・ ％

　 　 　 　 ●
　 　 　 　 ●

． ● ． ． ♂

　
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
市
営
横
島
吹
前
団
地
（
窄
き
家
）

の
入
居
者
夕
募
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
戸
数
・
家
賃
（
月
額
）
・
・
・

○
第
１
種
住
宅
＝
４
戸
、
２
万
２

８
０
円
１
２
万
5
9
0
0
円
○

第
２
種
住
宅
１
２
戸
、
6
8
0
0

円
▼
応
募
資
格
・
・
・
①
住
宅
に
困
っ

て
い
る
市
内
居
住
者
②
同
居
親
族

ま
た
は
同
居
に
に
ｙ
ち
と
ず
る
親
族

　
（
内
縁
関
係
や
婚
約
者
も
含
む
）

が
あ
る
こ
と
③
市
内
在
住
の
連
帯

保
証
人
が
ｆ
ハ
あ
る
こ
と
④
基
準

収
入
額
（
同
居
親
族
数
な
ど
で
異

な
る
）
が
あ
る
こ
と
▼
募
集
案
内

書
の
配
布
・
：
1
0
月
3
1
日
團
ま
で
に

住
宅
課
窓
口
へ
▼
申
し
込
み
・
：
Ｈ

月
１
日
出
～
７
日
閑
に
住
宅
課

（
内
線
３
７
５
）
へ
。

　
家
庭
用
は
か
り
の

　
無
　
料
　
検
　
査

　
京
都
府
計
量
登
司
は
、
家
庭

用
「
は
か
り
」
の
精
度
確
認
の
無

料
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
9
日
脚
午
前
1
0

時
Ｉ
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
産
業

会
館
▼
問
い
合
わ
君
・
・
商
工
観
光

課
商
工
係
（
内
線
２
９
３
）
へ
。

　
生
産
農
地
制
度
と
農
地

　
税
制
の
改
正
脱
明
会

　
▼
日
程
・
会
場
・
：
下
表
の
と
お

り
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
都
市
計
画
課

　
（
内
線
３
５
５
）
か
農
林
茶
業
課

（
内
線
２
８
９
）
へ
▼
そ
の
他
…
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
自
治
会
管
理
街
灯
の

　
電
気
料
金
の
補
助

　
市
で
は
、
自
治
（
町
内
）
心
一
が

管
理
す
る
街
灯
の
電
気
料
金
m

助
し
ま
す
。

　
既
に
、
各
自
治
（
町
内
）
心
一
長

さ
ん
へ
関
係
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
十
一
月
三
十
日
出
ま

で
に
維
持
課
（
内
線
３
７
７
）
へ
申

請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
補
助

金
交
付
対
象
の
街
灯
が
あ
っ
て
関

係
書
類
が
届
い
て
い
な
い
自
治

　
（
町
内
）
会
は
、
同
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
召
吊
午
後
３

時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図

書
館
集
会
室
▼
対
象
・
・
・
ｉ
歳
よ

学
校
低
学
年
（
入
場
は
子
供
だ
け
）

▼
内
容
・
・
・
お
は
な
し
、
読
み
聞
か

生産農地制度･農地税制の改正観明会の日程･会鳩

日　時 会　　場 主な対象地域

10/21(月)
19:30～21:30

小倉小学校
体　育　館

小　　倉
伊勢田

10/22(火)
19:30～21:30

宇治市農業協

同組合本店
横　　島

10/23(水)
19:30～21:30

宇治公民館
宇　　治

白　　川

10/24(木)
19:30～21:30

平盛小学校

体　育　館

大久保

広　　野

10/25(金)
19:30～21:30

宇治小学校

体　育　館
東宇治

　10/28(月)

15:00～17:00
19:30～21:30

宇治市農業協

同組合本店

　全　　域

(上記の日に都

　合の悪い人)

せ
、
紙
芝
居
▼
問
忿
Ｂ
せ
・
：
同

館
（
雲
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。
参
加

は
無
料
。

　
国
民
年
金
の
加
入

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
嘩
害
者

な
ど
に
な
っ
た
時
に
年
金
が
支
給

さ
れ
る
制
啓
じ
す
。

　
国
民
年
金
は
、
平
成
三
年
四
月

か
ら
、
こ
れ
ま
で
「
任
意
加
入
」

で
あ
っ
た
学
生
の
皆
岑
ん
も
「
当

然
（
強
制
）
加
入
」
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
将
采
の
年
金
権
を
確
保

す
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
時

の
保
障
忿
辱
る
た
め
に
も
、
大
変

重
要
な
こ
と
で
す
。
二
十
歳
以
上

の
学
牛
で
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、
福
祉
年
金
課
国
民
年
金
係

（
内
線
２
９
９
Ａ
Ｉ
）
で
加
入

手
続
き
を
し
て
ｙ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
一
般
の
人
で
ま
だ
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
も
、

へ 現　　行 改　正　後

支給対象 第２子以降
第1子以降（平成３

年1月2日以降出生の第i子）

支給期間
小学校入学前
まで

3歳未満

支
給

金

額

第１子 支給なし 月額　5,000円

第２子 月額2,500円 月額　5,000円

第3子以降 月額5,000円 月額10.000円

&naun3u-----fs:a----an anoina愚

今
す
ぐ
加
入
手
続
き
を
し
ア
ー
だ

さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

　
中
高
年
齢
者

　
卓
球
教
室
・

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
両
種
目
と
も
▼
と
き
…
1
1
月
７

日
出
～
2
5
日
㈲
の
毎
週
月
・
木
曜

日
、
午
後
７
時
～
９
時
。
６
回
▼

と
こ
ろ
…
黄
聚
体
育
館
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
庄
・
在
勤
の
中
高
年
齢
者

▼
定
員
・
：
先
着
3
0
人
ｙ
申
し
込
み

・
：
市
民
体
育
課
（
内
線
４
７
８
）

へ
。
参
加
は
無
料
。

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

　
指
導
者
養
成
講
習
会

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
奎
凶
る

た
め
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

養
成
講
習
会
を
開
き
示
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
。
時
間
は
午
後
７
時
半
ｒ
９

時
半
（
１
回
・
５
回
は
午
後
７
時
か

ら
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
ほ

か
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
動
で
、

お買物のめ

やす

消費者物価

20（10

月分）

　この公表価格は. 10月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振興課)

品　II 麗　　　格 晶 価格状況 弱 Ici低
ma痢m比 t痢年比

灯　　油
iHi片頭

　円 960 ▲0．6　　‰▲10.2 　　pj1.100 860

181配達 1.045 2.3▲8.01,150 955

ガソリン
レギュラー1 M現令
売り 126▲0．8▲8.0 132 117

ティッシュ

　ペーパー

400枚人l箱

けリネ-,7ス･スコッテイl 1Z5
A 9．4 ▲4.6 173 82

尚影プ サランラップ
30 x20m 215▲7.7▲0.9 255 132

アルミ
　　ホイル 25×8m 151AH.2▲9.6 194 77
シャンプー

液体ポ'J 容B 220cC

ft i;エ･yセンシャル
コンディシ，ニングタイフ 298▲0.3 ０ m 294

洗濯川
　粉心けん 2.4kg 815▲1.7 4.2 979 515

T･　　肉すき焼き用
中程度iook 393▲2.5▲9．7 566 206

li さけ 切り身100k 307▲8.9▲12.5 494 183
バレイショ f,爵100g 28▲30.0 12.0 40 18

キャベツ巾Ｅ約Iks 226▲0.4▲8.9 328 103

鶏　　卵
Ｍサイズパック人り
io惘 181▲5.2▲14､2 214・103

食川加 II
;青サラダ油

ポリ容器100b 531▲0.9 7.1 718 389

しよう油キッコーマンiii11
ポリ容器入り1 t 286▲3.7 6.7 338 193

砂　　槐l.fl1k(! 230▲4.2▲3．8 276 123

小支粉
u清小麦粉フラワー
ug mil粉） 191▲2.6▲5.9 224 121

インスタント
　　コ―ヒー 参スカフェエクセラ

瓶人り200k
1,095 1.3 26.f 1.182 817

み　　そタTヤミソlh 403 ０ 13.2 554 286

ft'-･ンif連.V,1斤(スライスしtzもの) 173 0.6 1.2 257 131

it 濯代 ワイシャツ
nの長そで 192 2.7 9.7 230 14S

４
。
講
習
会
の
日
程
・
内
容

回 月日 内　　　　　容 講　　師

１
11/14

　(木)
スポーツと運動処方 京都教育大字教授

　寺田　光世さん

２
11/19

(火)
現代社会とスポーツ 京都教育大字助K受

　杉本　厚夫さん

３
11/21

　(木)
スポーツ事故と救急処置京都教育大孚助教授

　山際　哲夫さん

４
uｿ26

　(火) 発育発達論 京都大孚助教授
　中村欠太郎さん

５
11/29

　(金) スポーツ技術論 京都教育大孚教授
　野原　弘嗣さん

地
域
の
団
体
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
の

指
導
を
し
て
い
る
人
か
指
導
者

を
目
指
し
て
い
る
人
▼
定
員
・
・
・
先

着
5
0
人
▼
受
講
料
・
・
・
2
5
0
0
円

　
（
資
料
代
）
▼
申
Ｌ
込
み
・
・
由
月

3
1
日
㈲
ま
で
に
市
民
体
育
課
（
内

線
４
７
８
）
へ
▼
そ
の
他
・
・
・
全
科

目
修
了
者
の
中
か
ら
選
考
の
う
’
ぺ

市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
認
定

し
ま
ず
。

　
第
８
回

　
市
民
駅
伝
競
走
大
会

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事

業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
1
7
日
㈲
午
前
９

時
か
ら
受
け
付
け
（
小
雨
決
行
）
▼

と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
第
２
陸
上
競

技
場
▼
コ
ー
ス
・
：
太
陽
が
丘
園
内

▼
チ
ー
ム
編
成
・
・
・
監
督
―
人
・
選

手
叉
以
内
旦
般
（
男
子
・
女

子
）
の
部
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
で
、
同
好
令

同
一
職
場
（
学
校
）
な
ど
で
チ
ー
ム

を
編
成
○
体
振
の
部
９
各
地
域
体

育
振
興
会
の
一
般
社
会
人
（
陸
協

登
録
者
は
除
ぐ
・
中
学
生
だ
け
Ｚ

人
以
内
は
可
）
で
チ
ー
ム
を
編
成

▼
申
し
込
み
・
：
申
込
用
紙
（
市
民

体
育
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
1
0
月
3
0
日
團
（
必

着
）
ま
で
に
、
市
民
体
育
課
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
4
5
、
内
線
４
７
８
）
へ
。

市制施行40周年記念
市民文化祭を開催

11月lO日(日)まで
文化センターなどで

　
　
「
ふ
れ
あ
い
で
、
た
か
め
よ

う
宇
治
の
文
北
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課

（
内
線
４
７
５
）
へ
。

●
展
示
の
部

　
〈
第
１
部
〉
1
0
月
2
5
日
６
～
2
7

　
日
間
、
中
央
公
民
館
―
園
芸
・

　
手
工
芸
・
水
石
・
拓
本

　
〈
第
２
部
〉
１
１
月
１
日
ｉ
-
３

　
　
１

　
日
間
、
中
央
公
民
館
人
栽
・

　
額
装
品
・
書
道

　
〈
第
３
部
〉
１
１
月
８
日
吻
～
1
0

　
日
間
、
宇
治
公
民
館
＝
木
彫
・

▲印IJ減○いずれも消費杖込み

　
木
工
芸
・
写
真
・
陶
工
芸
・
文

　
芸
・
生
け
花

　
※
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
1
0

　
時
～
午
嘩
蒔
。

　
〈
菊
花
展
〉
１
１
月
1
0
日
間
ま
で
、

　
文
化
セ
ン
タ
ー

　
〈
茶
席
（
煎
茶
・
抹
茶
）
》
1
0
月
C
M

　
日
間
∴
‐
月
１
日
脚
～
３
日

　
㈲
＝
中
央
公
民
館
。
１
１
月
1
0

　
日
間
＝
宇
治
公
民
館
。

●
発
表
の
部

　
日
程
・
内
容
は
左
表
の
と
お

卜 11/3(祝) 11/4(休)

文
化
セ
ン

タ
｜

大
ホール

12:00～16:30 10:00～16:30

合喘,合奏･
三曲

舞　　踊

小
ホール

10:00～16:30 10:00～16:00

民謡・吟詠 謡　　曲

1317

1
人
目
の
子
供
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

　
児
菓
憲
一
は
、
家
庭
牛
活
の

安
定
と
、
次
代
名
弩
兎
童
の

健
全
育
成
と
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
支
給
鳶
ハ
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
が
、
平
流
四
年
一
月

一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
ず
。

　
現
制
度
で
は
、
小
学
校
入
学

前
の
第
二
子
以
降
の
児
童
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
ｙ
が
、
新
し

い
制
度
で
は
、
第
一
子
恥
支
給

の
対
象
と
な
堅
手
］
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
「
平
成
Ｅ
年
一
月
二
日

以
降
出
生
の
第
一
子
」
に
限
ら

れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
第
一
子
・
第
二

早
か
そ
れ
ぞ
れ
月
五
千
円
、
第

三
子
以
降
が
月
一
万
円
に
増
額

さ
れ
ま
ず
。
ま
た
、
支
給
期
間

は
対
象
児
童
が
満
三
歳
（
現
在

児
童
革
当
夕
受
給
中
の
児
童
に

つ
い
て
は
平
成
四
年
中
は
満
五

歳
）
に
な
る
ま
で
に
な
り
季
ｙ
。

　
平
成
一
こ
年
一
月
二
日
以
降
に

出
生
し
た
第
一
子
を
養
育
し
て

い
る
人
は
、
十
一
月
一
日
か
ら

四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

福
祉
年
金
課
母
子
児
章
福
祉
係

　
（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）
で

認
定
請
求
の
手
続
き
を
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
、
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
の
預
金
通

幔
（
手
当
は
銀
行
な
ど
〈
郵
便

局
は
除
く
〉
の
預
金
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
）
と
認
め
印
が
必

要
で
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
二
年
中
の
所

得
に
よ
っ
て
は
支
給
征
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
ず
。
詳
し
ぐ
は
、

年
金
課
ほ
子
児
竜
福
祉
係

（
内
線
３
３
６
・
５
１
０
）
へ
。

　
な
お
、
既
に
児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
、
新
た
に
こ
の

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

服
用
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
十
一
月
一
日
廓
か
ら
、
ポ
リ
オ

（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン
の

服
用
が
始
ま
り
未
７
．

▽
対
象

　
生
後
３
ヵ
月
～
４
歳
未
満
で
２

回
服
用
し
て
い
な
い
子
供
。

▽
日
程
・
会
場

　
平
成
３
年
恋
歌
「
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
と
手
び
き
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ

い
。
灸
蕩
と
も
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

〈
次
の
場
合
は
服
用
で
き
ま
せ
ん
〉

　
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
麻
見
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ
予

防
接
種
か
受
け
て
１
ヵ
月
以
内

・
三
種
混
合
予
防
接
種
を
４
庁
て

Ｌ
週
間
以
内
　
・
麻
し
ん
・
お
た

ふ
く
か
ぜ
・
風
見
・
水
ぽ
.
ｒ
モ

シ
が
治
り
て
１
ヵ
月
以
内
　
・
と

び
ひ
・
手
定
口
病
・
突
発
性
発
し

ん
に
現
在
か
か
っ
て
い
る
　
・
ひ

き
つ
け
・
け
い
れ
ん
夕
起
し
て
１

年
以
内
。

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

福
祉

今
年
の
1
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
1
人
目
の

子
供
を
養
育
し
て
い
る

人
ｈ
手
続
き
を
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ご利用ください

移動図書館そよかぜ号
　
こ
の
バ
ス
の
名
前
は
「
移
動
図
書
館
そ
よ
か
ぜ
号
」
。
中
央
図
書

館
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住
む
人
に
も
、
手
軽
に
図
書
館
の
本
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
で
、
市
内
を
回
っ
て

い
ま
す
。
十
月
二
十
七
日
か
ら
は
読
書
週
間
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
一
度

　
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

号
」
で
の
本
の
貸
出
冊
数
は
、
六

万
九
千
五
百
乍
十
五
冊
。
こ
れ
は
、

中
央
図
書
館
欠
お
せ
た
全
体
の

貸
出
冊
数
五
十
四
万
三
千
四
百
四

十
八
冊
の
一
割
強
に
過
が
ま
せ
ん
。

中
央
図
書
館
で
は
、
こ
の
「
そ
よ

か
ぜ
号
」
穴
も
っ
と
市
民
の
皆

　
「
移
動
図
書
館
・
そ
ト
ぶ
ぜ
号
」

は
、
昭
和
四
十
四
年
に
巡
回
を
始

め
ま
し
た
。
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
と

い
う
愛
称
は
、
こ
の
時
、
市
民
か

ら
の
公
募
で
付
け
ら
元
だ
も
の
で

す
。
以
来
、
市
内
を
回
り
続
け
、

今
年
で
二
十
三
年
目
、
。
バ
ス
も
現

在
走
っ
て
い
る
も
の
で
三
代
目
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
は
、
原
則
と

し
て
、
中
央
図
書
館
の
あ
る
文
化

セ
ン
タ
ー
か
ら
ニ
キ
ロ
以
上
離
れ

た
地
点
・
二
十
五
個
所
を
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
定
め
、
月
に
一
回
、
定

時
に
訪
れ
て
、
本
の
貸
し
出
し
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
車
内
に
は
、

文
学
や
科
学
・
料
理
の
本
、
ま
た

子
供
向
け
の
絵
本
な
べ
幅
広
い

分
野
か
巨
選
ん
だ
本
が
、
約
二
千

三
百
冊
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
中
に
読
み
た
い
本
が
な

け
れ
ば
、
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
カ

セ
″
ト
ブ
ッ
ク
（
主
に
小
説
な
ど

の
朗
読
を
カ
セ
″
ト
テ
ー
プ
に
録

音
し
た
も
の
）
や
外
国
の
絵
本
は

車
内
に
は
置
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

予
約
さ
れ
れ
ば
お
持
ち
し
康
ｙ
。

な
お
、
本
は
、
一
人
五
冊
ま
で
、

中
央
図
書
館
と
「
忿
に
ぶ
ぜ
号
」
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ど
こ
で
で
も
、

借
り
た
り
返
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
ぶ
つ
に
、
中
央
図
書
館
へ

行
ぐ
の
と
同
じ
よ
う
に
本
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
「
そ
え
か
ぜ
号
」

で
す
が
、
昨
年
度
の
「
そ
五
笹

”
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
凡
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た

　
実
際
に
利
用
さ
れ
て
り
？
ハ
は
、

　
「
そ
湛
刄
鼎
」
に
つ
い
て
ど
の

ぷ
つ
に
お
考
え
で
し
ょ
シ
か
。
十

月
四
日
吻
、
木
幡
公
民
館
前
へ
の

巡
回
時
に
お
聞
４
じ
ま
し
た
。

　
す
ご
く
便
利

　
家
の
近
ぐ
ま
で
来
て
ぐ
れ
て
、

す
ご
く
便
利
。
子
供
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

－
中
村
葉
子
さ
ん
（
♪
一
）
・
五
ヶ

庄
西
川
原志　子

に

0

な゛

す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
本

が
あ
る
の
で
、
助
か
っ
て
い
未
了
。

卜
に
猿
渡
苓
竿
き
ん
（
・
‘
一
｀
）
・
木
幡

内
畑　

本
を
選
ぶ
基
準
は
？

　
ほ
と
ん
芦
毎
回
利
用
し
て
い
ま

す
。
「
そ
五
万
号
」
の
本
は
、

何
を
基
準
に
し
で
逗
ん
で
あ
る
ん

で
す
か
？

－
谷
口
俊
二
さ
ん
（
八
〇
）
・
木
幡

南
山
畑

両側にぎっしりと本が並ぶ車内。

中央図書館のコンピューターの端末機

も積まれ、貸し出し・返却の処理を迅

速に行っています

毎回本を借りに来るから、「そよかぜ号」の

還転手のおじちゃんと仲良しなんだよ

い
旧
い

圓
㈲

た
の
は
一
回
だ
け
で
す
。
も
っ
と

躾
判

　
％
　
　
　
『
四
　
ン

犬
塚

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
か
踏
ま
え
て
、

「
そ
収
か
ぜ
号
」
の
相
当
者
・
笹
田

保
治
さ
ん
（
四
〇
）
に
話
政
叩
蚤
し

た
。

　
－
「
便
利
だ
」
「
助
か
っ
て

い
る
」
と
い
う
ご
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
ね

　
　
「
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
て
、

本
当
に
’
λ
し
く
思
い
車
ｙ
」

　
－
一
方
、
「
回
数
を
増
や
せ
な

い
か
、
日
曜
に
巡
回
す
れ
ば
」
と
い

う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た

　
「
う
Ｉ
ん
・
…
現
在
、
市
内
二
十

笹田保治さん

貸出券は

中央図書館と

共通です
　
　
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
で
本
を
借

り
る
時
・
返
す
時
に
は
、
中
央

図
書
館
と
共
通
の
「
貸
出
券
」

が
必
要
で
す
。

　
　
「
貸
出
券
」
は
「
そ
い
ぷ
ぜ

号
」
の
中
で
も
簡
単
に
発
行
で

奎
手
心
で
、
お
持
ち
で
な
い

人
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込

ん
や
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
で

借
り
た
本
は
、
次
の
巡
回
日
ま

で
に
返
却
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
中

央
図
書
館
や
ほ
か
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
も
返
せ
ま
ず
）
。

予
約
・

リ
ク
エ
ス
ト
も

簡
単
に
で
き
ま
す

　
車
内
に
な
い
本
は
、
「
そ
よ

か
ぜ
号
」
の
中
で
申
込
書
に
記

入
す
る
か
、
中
央
図
書
館
へ
電

話
し
て
い
た
だ
ぐ
だ
け
で
、
予

約
一
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と
が

で
茫
乎
。
中
央
図
書
館
に
な

い
も
の
や
書
名
の
は
っ
き
昨
わ

か
ら
な
い
も
の
も
、
で
き
る
限

り
探
し
て
、
次
の
巡
回
時
に
お

持
ち
し
示
ｙ
。

　
ま
た
、
予
約
一
リ
ク
エ
ス
ト

さ
れ
た
本
が
用
意
で
き
ま
し
た

ら
、
巡
回
の
前
に
電
話
を
し
て

お
持
ち
し
ま
す
。
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ま
た
、
「
そ
ト
影
ぜ
号
」
を
ご

存
じ
な
か
っ
た
人
の
ご
意
見
も
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　
　
「
木
幡
公
民
館
に
は
よ
く
来
ま

す
が
、
こ
の
バ
ス
が
来
て
い
る
の

は
知
ら
な
か
っ
た
。
今
ま
で
中
央

図
書
館
へ
出
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、

わ
ざ
わ
ざ
行
か
な
ぐ
て
も
こ
こ
で

秀
嗇
び
ら
れ
る
な
ら
、
今
度
か

ら
莉
用
し
た
い
。
日
曜
日
も
巡
回

し
て
は
ど
ｙ
つ
で
し
よ
シ
か
」

ト
↓
ハ
谷
郁
治
さ
ん
（
七
〇
）
・
木
幡

東
中

気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い

五
個
所
を
回
っ
て
い
ま
す
し
、
そ

れ
欠
月
二
回
、
ま
た
日
曜
も
と
な

る
と
、
人
チ
も
い
る
し
バ
ス
も
も

う
一
台
は
必
要
だ
し
。
す
み
ま
せ

ん
、
正
直
言
っ
て
難
し
い
で
す
」

　
－
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
の
本
は

何
を
基
準
に
し
て
選
ぶ
の
で
す
か

　
「
い
ろ
ん
な
分
野
の
本
忿
選
び
、

少
し
ず
つ
入
れ
替
え
て
る
ん
で
す

け
ど
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
好
み
が
違
う

の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
ぷ
つ
に

し
て
い
ま
す
。
常
連
の
人
も
多
い

し
、
「
あ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

の
人
は
、
こ
の
本
を
喜
ん
夕
λ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
『
あ
の

子
は
電
車
が
好
き
だ
か
ら
、
こ
の

本
金
″
つ
て
行
こ
う
』
と
い
う
こ

と
も
考
え
る
ん
で
す
よ
」

　
－
担
当
者
と
し
て
、
何
か
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

　
　
「
本
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

大
切
に
扱
っ
て
、
返
却
期
限
聚
守

っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
『
そ
よ

か
ぜ
号
』
の
駐
車
場
所
の
折
で
に

車
を
置
か
な
い
で
ぐ
だ
さ
い
。
’
移

動
さ
せ
る
時
、
邪
魔
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
「
そ
収
勲
答
万
」
に

つ
い
て
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
も
気
軽
に
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
読
み
た

い
本
夕
探
し
て
お
渡
し
し
て
、
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
時
が
、
こ
ち
ら

も
一
番
シ
れ
し
い
瞬
間
な
ん
で
す

か
ら
。
そ
し
て
、
『
そ
Ｉ
か
ぜ
号
』
を

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
ぐ
だ
さ
い
」

　
「
そ
去
ｙ
ぜ
号
」
は
、
右
下
表

の
と
お
り
、
市
内
を
回
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
利
用
し
た
こ
と
の
な

い
人
も
、
駐
車
し
て
い
る
姿
夕
見

か
け
た
ら
、
気
軽
に
お
入
り
く
だ

さ
い
。

　
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
中
央
図
書
館
（
き

2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

　「そよかぜ号」は下表のとおり巡回しています。日

程は市政だよりの毎月１日号に掲載。なお、「緑ヶ

原」は工事中のため、来年１月まで巡回しません。

読書週間
　　　記
念講演会「そよかぜ号」

巡回場所・時間
北
棋
島

広

野
開

伊
勢
田

蔭

山

棋

島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平

盛

西

大

久
保

大
久
保

遊

田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津川

黄

槃

木

幡

岡

屋

福

角

羽
－
戸
山

平
尾
台

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地

区

14

●●
00

　S

15

●●
30

15

●●
00

　S

16

●●
00

13

●●
30

　S

14

●●30

13

●●
30

　S

15

●丿30

14

●●
50

　S

15

●●40

13

●●30

　S

14

●●20

10

●●00

　S

11

●●10

13

●●30

　S

15

●●30.

14

●丿40

　S

15

●●50

13

●●30

　S

14

●●20

10

●●00

　S

11

◆●00

14

●●00

　S

15

●●30

10

●●00

　S

11

●●
00

13

●●
30

　S

15

●●
30

14

●●
20

　S

15

●●
20

13

●●
30

　S

14

●●
00

10

●●
00

　S

11

●●
00

13

●丿
30

　S

15

●●
30

14

●●
40

　S

15

●●30

13

●●
30

　S

14

●●20

10

●●
00

　S

11

●●00

14

●●
30

　S

15

●●40

13

◆●30

　S

14

丿◆10

14

●●20

　S

15

●●50

13

●●30

　S

14

●●00

駐
車
時
間

北
槙
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
小
学
校

ユ
－
－ﾇy

誓

前

八南

討

ﾚ12

｜の
イ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ

原

蔭
田

緑

地

平

盛

小
学

校

西奥

義

旦
椋
公
会
堂
前

西
小

倉
中

学
校
北
門

南
陵
第

２

児
童
公
園

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川

／ヾ

ス

駐
車
場

宇

治

小

学
校

西
門

木
幡
公
民
館
前

岡
屋

小
学

校

市五

4ｹ
;1

宅角

ｌ

ミ

弓

り

公1

園

X

1ル

御
蔵
山
小
学
校

六

地
蔵
公

会

堂

前

駐
車
場
所

源
氏
物
語
と
ひ
い
な
あ
そ
び

　
　
～
ひ
な
祭
り
の
起
源
を
探
る
～

1
1
月
８
日
脚
午
後
１
時
半
～
３
時
　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
・
中
央
図
書
館
館
長

問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館
（
電
話
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
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